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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

８
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
飛
淳
一
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」で
ど
う
な
る
？
〜
制
度
の
概
要
と

事
業
主
に
求
め
ら
れ
る
実
務
〜

経
税
部日

時　

８
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

横
田
誠
氏
（
九
州
歯
科
大
学
名
誉
教
授
、
Ｙ
Ｄ
Ａ
主

宰
横
田
塾
塾
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

ペ
リ
オ
ド
ン
テ
ィ
ス
ト
必
見
―
誰
も
言
わ
な
か
っ
た

７
番
問
題
と
咬
合
性
外
傷
の
真
実
―

８
月
度
生
涯
研
修

日
時　

８
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

西
岡
ひ
と
み
氏
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

一
歩
踏
み
込
ん
だ
接
遇
〜
患
者
さ
ん
の
心
和
ま
す
医

院
づ
く
り

歯
科
臨
床
・
学
術
部

日
時　

８
月
22
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
２
階　
　

定
員　

30
人

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料　

未
入
会
者
１
万
円

税
務
調
査
研
究
会

経
税
部日

時　

９
月
５
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階 

千

里
ル
ー
ム
Ｂ
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

平
山
富
興
氏
（
門
真
市
開
業
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｓ
講
師
、

大
阪
歯
科
大
学
非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
、
ス
タ
ッ
フ
無
料　
　

定
員　

80
人

歯
周
病
患
者
に
対
す
る
包
括
的
歯
科
治
療
と
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
周
囲
炎
へ
の
取
り
組
み

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

日
時　

８
月
30
日
（
日
）
午
後
10
時
半
〜
午
後
３
時
半

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

【
午
前
の
部
】（
午
前
10
時
半
〜
正
午
）

「
歯
科
技
工
問
題
を
考
え
る
」

講
師
：
政
策
部
講
師
団　

【
午
後
の
部
】（
午
後
１
時
〜
３
時
半
）

「
平
和
国
家
」
日
本
の
再
検
討　

講
師
：
古
関
彰
一
氏
（
獨
協
大
学
名
誉
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

※
午
前
・
午
後
通
し
で
参
加
の
会
員
に
は
弁
当
を
無
料
で
準

備
し
ま
す

「
平
和
国
家
」
日
本
の
再
検
討
〜
戦
争
す
る
国
づ
く

り
と
安
全
保
障
の
行
方
〜

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
５

日
時　

９
月
19
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時　
　

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
（
ス
タ
ッ
フ
不
可
）

新
規
開
業
医
講
習
会
「
新
規
個
別
指
導
対
策
編
」

地下鉄阿波座駅地下鉄阿波座駅

日生病院日生病院

川口基督教会川口基督教会

中之島中之島

中央卸売
市場
中央卸売
市場

安治川安治川

土佐
堀川

土佐
堀川

木
津
川

木
津
川

教会は煉瓦造りでシンプルな設計だ
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ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
大
伽
藍

川
口
基
督
教
会

川
口
基
督
教
会

　

中
之
島
の
対
岸
、
安
治
川

と
木
津
川
に
挟
ま
れ
た
西
区

川
口
エ
リ
ア
は
か
つ
て
川
口

居
留
地
と
し
て
栄
え
、
近
代

大
阪
の
発
展
を
語
る
上
で
は

　

安
倍
政
権
は
、
７
月
15

日
、
衆
議
院
特
別
委
員
会

で
、
圧
倒
的
多
数
の
反
対
世

論
を
無
視
し
、
平
和
安
全
法

制
整
備
法
案
及
び
国
際
平
和

支
援
法
案
の
採
決
を
強
行
し

た
。

　

法
案
は
、
自
衛
隊
が
い
つ

　

協
会
の
小
澤
理
事
長
が
15
日
、
安
保
法
案
が
衆
院
安
保
法
制
特
別
委
員
会
で

強
行
採
決
さ
れ
た
の
を
受
け
て
発
表
し
た
談
話
（
全
文
）
は
次
の
通
り
。

で
も
ど
こ
で
も
米
軍
等
が
行

う
武
力
行
使
を
支
援
す
る
海

外
派
兵
法
「
国
際
平
和
支
援

法
」
と
、
政
府
が
「
存
立
危

機
事
態
」
と
判
断
す
れ
ば
米

軍
等
の
支
援
の
た
め
武
器
使

用
（
武
力
行
使
）
が
可
能
と

な
る
「
平
和
安
全
法
制
整
備

法
」
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。

　

法
案
は
、
憲
法
が
禁
じ
た

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
立

法
化
で
あ
り
、「
存
立
危
機

事
態
」
と
い
う
曖
昧
・
抽
象

的
な
定
義
で
、
時
の
政
権
、

政
治
家
が
判
断
す
れ
ば
武
力

を
行
使
す
る
な
ど
、
憲
法
や

法
律
上
の
歯
止
め
が
な
く
、

立
憲
主
義
と
い
う
民
主
主
義

の
大
原
則
を
蹂
躙
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

衆
議
院
で
の
参
考
人
質
疑

に
続
き
、
13
日
に
行
わ
れ
た

中
央
公
聴
会
で
も
公
述
人
か

ら
「
違
憲
」
と
の
指
摘
が
相

次
い
だ
。
ま
た
、
ど
の
世
論

調
査
（
共
同
通
信
、
毎
日
新

聞
、
日
本
経
済
新
聞
な
ど
）

で
も
法
案
に
反
対
は
過
半
数

以
上
、
十
分
に
説
明
が
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
声
は
８
割

　

戦
後
の
日
本
が
歩
ん
で
き

て
、
世
界
か
ら
最
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
、
平
和
主
義

・
専
守
防
衛
の
理
念
を
根
底

か
ら
覆
し
、
大
多
数
の
憲
法

学
者
が
、「
違
憲
」
ま
た
は

「
違
憲
の
可
能
性
が
あ
る
」

と
明
確
に
指
摘
し
、
日
弁
連

が
「
違
憲
法
案
を
廃
案
に
す

べ
し
」
と
宣
言
し
、
さ
ら
に

大
多
数
の
国
民
が
、
政
府
・

与
党
の
説
明
は
不
十
分
で
、

今
国
会
で
の
成
立
に
不
安
感

を
抱
い
て
い
る
、
そ
の
よ
う

な
安
全
保
障
関
連
法
案
の
成

立
を
、
自
民
党
は
ど
う
し
て

こ
れ
ほ
ど
ま
で
急
ぐ
の
だ
ろ

う
か
。
日
本
の
立
法
府
を
完

全
に
無
視
し
、
安
倍
総
理

ク
委
員
会
総
会
で
、
安
倍
総

理
が
、「
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム

で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」

と
発
言
し
た
の
で
、「
金
の

こ
と
だ
け
で
、
新
国
立
競
技

場
の
設
計
を
変
更
す
る
訳
に

は
い
か
な
い
」
と
側
近
議
員

が
語
っ
て
い
る
。
社
会
保
障

費
の
増
加
分
を
毎
年
３
千
〜

５
千
億
円
削
減
す
る
計
画
が

進
む
中
で
、
国
民
の
命
と
健

康
よ
り
、
安
倍
総
理
の
メ
ン

ツ
の
方
が
大
事
な
の
で
し
ょ

う
。

　

昨
年
末
、「
政
府
が
国
民

と
約
束
し
た
消
費
税
増
税
を

延
期
す
る
こ
と
の
是
非
を
問

う
」
と
い
う
詭
弁
と
し
か
思

え
な
い
よ
う
な
争
点
を
持
ち

出
し
、
血
税
６
０
０
億
円
を

使
っ
て
、
総
選
挙
を
強
行

し
、
国
民
の
信
任
を
得
た
と

錯
覚
し
て
い
る
安
倍
総
理
。

国
民
の
目
は
そ
れ
ほ
ど
節
穴

で
は
な
い
。

が
、
米
議
会
で
「
日
米
同
盟

は
よ
り
一
層
堅
固
に
な
る
。

こ
の
夏
ま
で
に
成
就
さ
せ

る
」
と
宣
言
し
て
し
ま
っ
た

か
ら
な
の
か
。

　

一
方
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

を
超
え
て
い
る
。

　

閣
内
で
も
「
国
民
の
理
解

は
世
論
調
査
の
と
お
り
、
ま

だ
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な

い
」（
石
破
地
方
創
生
担
当

相
）
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て

お
り
、
と
て
も
国
民
へ
の
十

分
な
説
明
や
理
解
が
深
ま
っ

た
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
れ
ほ
ど
問
題
を
抱
え
た

「
違
憲
」
法
案
を
、
数
の
力

で
強
行
す
る
こ
と
は
断
じ
て

許
せ
な
い
。

　

私
た
ち
は
、
い
の
ち
を
守

る
歯
科
医
師
と
し
て
、
安
保

関
連
法
案
の
強
行
採
決
に
強

く
抗
議
し
、
法
案
の
速
や
か

な
撤
回
・
廃
案
を
求
め
る
。

 

以
上

２
０
１
５
年
７
月
15
日

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

 
理
事
長　

 

小
澤 

力

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

幕
末
に
幕
府
が
ア
メ
リ
カ

・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・

ロ
シ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
と
の
間

に
結
ん
だ
安
政
五
カ
国
条
約

（
１
８
５
８
年
）
に
よ
っ

て
、
大
坂
は
、
函
館
・
新
潟

・
東
京
・
横
浜
・
神
戸
・
長

崎
と
な
ら
ん
で
開
港
が
す
す

め
ら
れ
、
１
８
６
８
年
、
東

京
・
神
戸
・
新
潟
と
と
も
に

開
港
・
開
市
（
＝
外
国
人
に

商
取
引
を
認
め
る
こ
と
）
さ

れ
る
。

　

川
口
地
域
は
外
国
人
居
留

地
と
定
め
ら
れ
、
諸
外
国
へ

競
売
さ
れ
た
川
口
26
区
画
で

は
、
街
路
樹
が
植
え
ら
れ
、

街
灯
、
洋
館
が
立
ち
並
ら
ぶ

西
洋
の
街
へ
と
発
展
す
る
。

は
大
阪
の
行
政
の
中
心
で
も

あ
っ
た
。ま
た
、大
阪
発
の
洋

食
店
、中
華
料
理
店
、カ
フ
ェ

を
は
じ
め
、
い
く
つ
も
の
ミ

深
が
浅
く
、
大
型
船
舶
が
入

港
出
来
な
か
っ
た
た
め
だ
。

　

１
９
２
０
年
竣
工
の
川
口

基
督
教
会
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
美
し

い
伽
藍
で
知
ら
れ
、
鮮
や
か

な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
ひ
と

ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か

ら
英
国
独
自
の
改
革
を
行
っ

て
成
立
し
た
英
国
国
教
会
の

流
れ
を
く
み
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
の
中
道
を
歩
む
「
橋
渡
し

の
教
会
」
と
も
言
わ
れ
る
そ

う
だ
。
東
京
の
聖
路
加
国
際

病
院
や
立
教
大
学
、
大
阪
で

は
桃
山
学
院
、
聖
バ
ル
ナ
バ

病
院
な
ど
も
そ
の
系
列
で
あ

る
。

　

95
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
塔
が
倒
れ
、
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
取
り
壊

し
の
危
機
も
あ
っ
た
が
、
世

界
中
の
信
者
の
援
助
を
得
て

98
年
に
礼
拝
堂
が
復
元
さ
れ

た
。

 

（
新
聞
部
・
辻
本
勝
）

の
建
造
物
と
言
え
る
。
日
本

聖
公
会
の
主
教
座
聖
堂
で
あ

り
、
大
阪
の
信
者
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　

聖
公
会
と
は
、
16
世
紀
の

宗
教
改
革
の
影
響
を
受
け
、

　

１
８
９
９
年
に
居
留
地
制

度
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
木
津

川
対
岸
の
江
之
子
島
地
域
に

は
洋
風
建
築
の
大
阪
府
庁
や

大
阪
市
役
所
が
建
設
さ
れ
る

な
ど
大
正
時
代
末
ま
で
一
帯

近
代
化
を
象
徴
す
る
地
域
と

な
っ
た
。
川
口
が
貿
易
港
と

し
て
現
代
に
続
く
発
展
を
で

き
な
か
っ
た
の
は
、
安
治
川

河
口
か
ら
約
６
㌔
㍍
上
流
に

位
置
す
る
河
川
港
の
た
め
水

安
保
関
連
法
案
の
強
行
採
決
に

抗
議
し
、廃
案
・
撤
回
を
求
め
る

談
話
室

談
話
室

総理、国民の目は
節穴ではない 　

平野　権栄（堺市）

ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

や
病
院
な
ど
が
建
て

ら
れ
、
文
明
開
化
・

き
わ
目
を
引
く
。
教

会
は
こ
の
地
域
に
現

存
し
、
当
時
の
街
の

面
影
を
伝
え
る
唯
一


